
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 期 
定期外 

合 計 
近距離 中長距離 合計 

対前年度比 110.2％ 112.7 123.1 118.7 116.0 

2018 年比 83.6 100.5 92.9 95.7 91.7 
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10月の鉄道営業収入はこれまで以上に順調に推移！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.７８    202３年 １１月１０日 ＪＲ東労組大宮地本 

2023年度 年末手当に関する申し入れ 

職場の思いと乖離した驚愕の会社回答！ 

基準内 

賃金 

支給日（予定） 

令和５年１２月4日（月） 

2・65カ月 

 +5万円 
大幅業績回復も 

現場の苦労を無視した

この低額回答は 

到底許されない！！ 

本部は席上にて再申し入れを通告！ 
 

職場に渦巻く怒りの声を結集し 

中央本部と共に最後までたたかおう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１０日、年末手当の会社回答を受け、レイボックホールにおいて「怒！こんな低額回答は認め

られるか！年末手当満額獲得決起集会」を開催しました。今集会には９０名を超える仲間が結集し、

会社回答・職場実態・経営姿勢に対する怒りが多く出されました。 

≪参加者からの発言≫ 

 怒りと共に、会社に舐められているのだと感じる。休日出勤は昨年よりもさらに増え、時間も金

も奪われ強い怒りを感じている。 

 働き度が上がる中、この支給額では納得できない。現場長に対し役員報酬が増えている事につ

いてどう思うかを聞いたが、「役員の人数が減ったので報酬は減っている」との回答に疑問。 

 2.6５では少ないと率直に感じた。職場では「離職者が増える」との声も出ている。 

 未加入者からも「今回は期待していたが…」との声が多かった。仲間と共にたたかいを創る。 

 勤務後に職場の声を聞いてきたが、全員が「低い！」との声。 

 現場長に見解を求めた。「ＪＲ東海の壁と世間の壁は超えられない。でももっと出せたのではな

いか？もっと社員の声を聞いてほしい」と述べている。 

 会社回答に対し緊急アンケート実施。全員が「不足している」「再申し入れは必要」と多くが回答。 

 未加入者も「低い」との声。昨年までは「仕方がない」と言う声もあったが、今回は出ていない。 

 一人暮らしを始めたので生活が厳しい。未加入者からは「団交が無ければもっと

低い額だったのではないか？ モチベーションも上がらない。会社に対しても幻

滅する」との声が出た。未加入者に対して訴えながら組織拡大につなげたい。 

 組織再編により業務が増えたとの声が出ており、現場で経験してこなかった業

務が増えている。そのような中でこの回答で唖然とした。絶対に許せない。 

OMIYA NEWS 
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OMIYA NEWS 
No.80    202３年１１月１２日 ＪＲ東労組大宮地本 

私たちは会社回答に納得していない！

 回答への失望と怒りで一杯だ。働く者をバカに

している。職場の努力に真摯に向き合う姿勢が

感じられない。怒りを形にしてたたかうべき。 

 過去最高の働き度の中で苦労して業績回復し

たのに、努力に応えず過去最低レベルの支給

額。それでも役員報酬だけはコロナ前以上の

水準だ。こんな経営姿勢は絶対に許せない！ 

 モチベーションが全く上がらない。融合と連携

や統括センター化で仕事は今後さらに増える

が、取り組む意欲が全く出てこない。 

 離脱者や若手からも怒りの声が多く

出ている。離職者が増えるのではない

か。新卒も集まらず、要員が不足する！ 

 増収やコストダウンを意識し企画業務にも取

り組んできたのに無意味だった。仕事がきつく

なるだけで社員への還元は無い。 

 期末手当の上乗せ率変更を視野に入れて額を

抑えているのではないか？ 一部の人が貰える

だけでは、苦労が報われない現実は変わらな

い。全体の底上げこそが必要だ。 

 過去最高の働き度の中でこの数字では賃下げ

と同じだ。業績を回復したのは経営陣ではなく

社員なのに大切にしない。会社の将来が不安。 

 この様な経営姿勢では今後さらに

業績が良くなっても出さない事が

目に見えている。怒りをバネにして

組織を強化・拡大してたたかう！ 

スマホの方は

ここをタップ!! 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfsz12wbwmbRVIy0Q7Xj1bY-dz94gnO-rPtNefxv3k78OV7DA/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfsz12wbwmbRVIy0Q7Xj1bY-dz94gnO-rPtNefxv3k78OV7DA/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.８１ 2023年１１月 14日 ＪＲ東労組大宮地本 

年末手当の低額回答に対し 

怒りの本部見解が発出される!! 



JR東労組本部 申10号 
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